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◇今月号の「とびら」のご担当は，令和 5年度の中部支部長に
就任されました江坂幸宏先生です．コロナ禍によって加速さ
れたオンラインでの情報交換は確かに効率的ではあるのです
が，対面での議論により伝わる空気感や熱量は効率性では測
れないものだと思います．先生の仰る通り，積極的に顔を突
き合わせて語り合う機会を取り戻し，分析化学会全体で熱い
火を起こせたら素晴らしいと感じました．
◇高原晃里さんの「リレーエッセイ」からは，高原さんのX
線分析に対する情熱がひしひしと伝わってきます．X線を
使った分析法は基本的に非破壊分析で，損傷が許されない試
料の分析に大きな威力を発揮します．前処理が簡略化できる
分，定量分析は得意としていない印象でしたが，正確な定量
分析や化学形態分析実現に果敢に挑戦し，X線分析の可能性
を押し広げている高原さんの姿に皆様も大いに刺激を受ける
のではないでしょうか．
◇大変お忙しい中，今月号にご執筆賜りました先生方に心より
感謝申し上げます．
 〔T. I.〕
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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．

　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
　　　　　　　 一般社団法人 学術著作権協会

　FAX：03─3475─5619　E-mail：info ＠ jaacc.jp
　なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著
協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね
ください．
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